
 

 

 

 

 

実施期間 令和 5 年度（令和 5 年４月１日～令和 6 年３月３１日） 

令和 6 年 5 月１７日 

                                        

                                

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環 境 経 営 方 針 
私たち日建建設株式会社は、数多くの建設事業をお客様の信頼

とともに拡げてきました。社会の高齢化、都市の温暖化、環境の

保全といった課題にも果敢に取り組み、長年築き上げてきた技術

と実績を基盤として、さらに一歩進んだ商品開発や質の高いサー

ビスの提供を目指すと共に環境経営の継続的改善に努めます｡ 

 

１． 当社の事業において環境への負荷を削減するために、以下の取組を行

う。 

（１）車輌、重機、機械類のエコ運転に努め、燃料を削減し、二酸化炭

素排出量を削減する。 

（２）事業所で使用する電気の省エネルギー化を推進し、二酸化炭素排

出量を削減する。 

（３）全社員の節水に対する意識を高め、節水コマ等により水使用量を

削減する。 

（４）建設廃棄物の発生を抑制し、リサイクルを推進することにより、

産業廃棄物の最終処分量を削減する。 

（５）事務用品のグリーン購入を推進する。 

２． 当社の事業に関連する環境関連法規等を遵守する。 

３． 地域社会や建設現場における環境保全活動を積極的に実施して、地域

の環境保全に貢献する。 

４． 環境活動レポートを作成して公表することにより、環境コミュニケー

ションを推進する。 

制定日 平成２2 年 ９月 15 日 

改定日 平成 31 年 ４月 １日 

日建建設株式会社 

代表取締役  金子 幸生 



 

 

１．組織の概要 

（１）事業所名 

代表者氏名 

（２）所在地 

 

（３）環境管理責任者 

担当者連絡先 

（４）事業の内容 

 

 

 

 

（５）事業の規模 

 

 

 

 

（６）事業年度 

 

日建建設株式会社 

代表取締役 金子 幸生 

（本社） 〒８１０－００４４ 福岡市中央区六本松三丁目１６番３３号 

（資材倉庫）  〒８１０－００２３ 福岡市中央区警固２丁目１７－８ 

〒８１１－１２２３ 那珂川市上梶原宇江ノ木 1008-47 

営業部 山下 雄輔（担当者兼務） 

連絡先 電話；092-731-2434 ｅ-maiｌ：yuusuke@nikken-co.jp  

建築構造物、土木構造物の施工及び管理、宅地建物取引業 

１）特定建設業 福岡県知事許可（特－２９）第２２１８２号 建築工事業ほか 

２）一般建設業 福岡県知事許可（般－２９）第２２１８２号 土木工事業 

３）一級建築士事務所 福岡県知事登録  第１－１１０１７号 

４）宅地建物取引業 福岡県知事（７）  第１３２７５号 

 

４月～翌年３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建  築  事  例  

■（仮称）サンクス博多駅南新築工事 

福岡市博多区博多駅南 3-8-14 

施主   ：TH＆mnks 株式会社 

設計・監理：株式会社傳設計 

工期   ：H.29.10.5～H.31.1.31 

構造・階数：RC 造（地上 12 階） 

用途   ：共同住宅 42 戸 

敷地面積 ： 424.27 ㎡ 

建築面積 ： 231.24 ㎡ 

延床面積 ：1,841.12 ㎡ 

■平成 29 年度公営住宅（大井住宅）新築工事 

福岡市博多区大井 2 丁目 

施主   ：福岡市長 

設計・監理：福岡市住宅都市局住宅部住宅建設

課 

工期   ：H.30.3.6～R.1.7.28 

構造・階数：RC 造（地上 8階） 

用途   ：市営住宅  

敷地面積 ：2,286.49 ㎡ 

建築面積 ： 460.52 ㎡ 



 

 

代表取締役 

金子幸生 

環境管理責任者 

山下雄輔 

EA 事務局 

事務局長 須藤耕志 

溝辺一喜 

桑原舞子 

取締役統括部長 

古川 満 

総 務 部 
工 事 部 

部門長 井上貴司 

構成員 3 名 

部門長 井上真博 

構成員 １１名 

営 業 部 
工 務 部 

部門長 須藤耕志 

構成員 ３名 

部門長 天野陽介 

構成員 ３名 

各種協力業者・各建設現場 

資材倉庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．認証・登録の対象範囲・活動範囲    

・全組織 

                          ・事業活動 建築工事業、土木工事業、 

一級建築士事務所、宅地建物取引業   

３．実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ファーネスト春日原ルクシア新築工事 

福岡市博多区西春町 4-3-15 

施主    : 株式会社ファミリー 

設計・監理 : 株式会社マサキ設計事務所 

工期    : H.30.8.1～R.1.8.29 

構造・階数 : RC 造（地上 7階） 

用途    : 共同住宅 26 戸 

敷地面積  : 1,138.77 ㎡ 

建築面積  :  607.59 ㎡ 

延床面積  : 2,528.75 ㎡ 

延床面積 ：2,735.23 ㎡ 

■（仮称）博多冷泉町ビル新築工事 

福岡市博多区冷泉町 10-23 

施主   ：昭和住宅株式会社 

設計・監理：株式会社太陽設計 

工期   ：R.1.10.1～R.2.12.25 

構造・階数：S 造（地上 10 階） 

用途   ：オフィスビル  

敷地面積 ：  451.54 ㎡ 

建築面積 ： 345.36 ㎡ 

延床面積 ：3,029.90 ㎡ 



 

 

４．環境経営目標 

 

二酸化炭素排出量削減において、購入電力の排出係数は、0.347kg-ＣＯ2/kWh（平成 30 度九州電力）を使

用しました。   

 
環境目標 単 位 基準値 令和 5 年度 

中期目標 

（令和 5 年度） 

1 
施工現場の二酸化炭素の排出量の

削減（売上高百万円当たり） 

kg-CO２/百万円

（基準年比） 

12.839 

（Ｈ27～Ｈ30年度 

実績の平均） 

12.582 以下 

（-2.0％） 

12.582 以下 

（-2.0％） 

2 
施工現場水使用量の削減 

（売上高百万円当たり） 

㎥/百万円 

（基準年比） 

1.263 

（Ｈ27～Ｈ30年度 

実績の平均） 

1.238 以下 

（-2.0％） 

1.238 以下 

（-2.0％） 

3 
産業廃棄物のリサイクル率の向上 

（リサイクル率 85％以上を維持する） 
％ 85.0 85.0 以上 85.0 以上 

4 

本社の二酸化炭素の排出量の削減 

※本社電力＋車輛の燃料 

（平成 29 年度実績を維持する） 

kg-CO２ 
41,818 

（Ｈ29 年度実績） 
41,818 以下 41,818 以下 

5 
本社の廃棄物排出量の削減 

（事業所一般廃棄物） 
--- 

 

排出量の削減に努める 

 

6 
グリーン購入（事業所） 

ファイル、ボールペン、のり、修正テ

ープのグリーン購入率 90％以上 

％ 

(グリーン購入率) 
90％以上 90％以上 90％以上 

7 建設工事における周辺環境配慮  

 

近隣住民の生活に配慮した取り組みを実施する 

 



 

 

５．環境経営計画 

（１）施工現場の二酸化炭素の排出量の削減（売上高百万円当たり） 

 

（２）施工現場水使用量の削減（売上高百万円当たり）

 

（３）産業廃棄物のリサイクル率の向上（リサイクル率 85％以上を維持する） 

 

（４）本社の二酸化炭素の排出量の削減※本社電力＋車輛の燃料（平成 29 年度実績を維持する） 

 

（５）本社の廃棄物排出量の削減（事業所一般廃棄物） 

（６）グリーン購入（事業所）ファイル、ボールペン、のり、修正テープのグリーン購入率 90％以上 

 

（７）建設工事における周辺環境配慮（近隣住民の生活に配慮した取り組みを実施する） 

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 現場での産業廃棄物の発生抑制に努める

2
現場代理人は産業廃棄物管理票の管理を確実に行
い、責任者に報告する

3
産廃業者に、産業廃棄物の適正処理及びリサイクル
について確認する

取組目標
取組目標
責任者

活動項目
活動項目
担当者

スケジュール

リサイクル率85.0％を維持する 古川 中山



 

 

６．環境経営目標の評価 

 
環境目標 単 位 令和 5 年度目標 令和 5 年度実績 達成状況 

1 
施工現場の二酸化炭素の排出量の

削減（売上高百万円当たり） 
kg-CO２/百万円 

12.582 以下 

（-2.0％） 

7.55 

電力・灯油使用による 

7,478kg-CO₂ 

〇 

2 
施工現場水使用量の削減 

（売上高百万円当たり） 
㎥/百万円 

1.238 以下 

（-2.0％） 
0.99 〇 

3 

産業廃棄物のリサイクル率の向上 

（リサイクル率 85％以上を維持する） 

※建設混合廃棄物は除外 

％ 85.0 以上 100 〇 

4 

本社の二酸化炭素の排出量の削減 

※本社電力＋車輛の燃料 

（平成 29 年度実績を維持する） 

kg-CO２ 41,818 以下 44,292 × 

5 
本社の廃棄物排出量の削減 

（事業所一般廃棄物） 
ｔ 

排出量の削減に

努める 
1.67 〇 

6 

グリーン購入（事業所） 

ファイル、ボールペン、のり、修正テープ 

のグリーン購入率 90％以上 

％ 

（グリーン購入率） 
90％以上 89.3 × 

7 建設工事における周辺環境配慮 --- 

近隣住民の生活

に配慮した取り組

みを実施する 

実施できた 〇 

項目評価 

前回未達成であった施工現場の二酸化炭素の排出量は、前年よりかなり

減少した。しかし一方で、本社の二酸化炭素の排出量は、酷暑でエアコン

の稼働時間が多かったことも原因となり、増加してしまった。 

また、グリーン購入の購入率は、商品を選ぶ際にグリーン製品であるかの

確認が不足していたことが原因となり、目標達成に至れなかった。 

CO₂総排出量 51,770 kg-CO₂ 

 

※売上高の算出は、電力および水の使用があった現場のみを対象としています。 

①施工現場の二酸化炭素の排出量計算対象売上高 … 990 百万円 

②施工現場の水使用量計算対象売上高 … 990 百万円 

            

 

 



 

 

 

７．環境経営計画の取組結果と評価 

（１） 施工現場の二酸化炭素の排出量の削減（売上高百万円当たり） 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

電気使用量削減 

（施工現場） 

間引き照明の実施，LED 照明の採用  

使用頻度の低い箇所の照明 OFF  

パソコン、コピー機の不使用時電源 OFF 

○ 

○ 

○ 

意識的に取り組んだ 

消灯が徹底されている 

実施できている  

協力会社への依頼 
エコドライブの励行  

ハイブリッド車の積極導入 

○ 

○ 

実施できている  

契約時に協力業者へ依頼 

項目評価 
クールビズを取り入れたり、協力業者に節電の声掛けを継続的に行ったことにより、目

標を達成することが出来た。 

 

（２）施工現場水使用量の削減（売上高百万円当たり） 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

現場事務所での節水 節水活動の推進 ○ 継続して実施している 

施工現場での節水 協力会社への依頼 ○ 継続して実施している 

項目評価 
良い数値で目標を達成できている。 

継続できるように社内教育を行っていく。 

 

（３）産業廃棄物のリサイクル率の向上（リサイクル率 85％以上を維持する） 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

リサイクル率の向上 

現場での産業廃棄物の発生抑制に努める 

現場代理人は産業廃棄物管理票の管理を

確実に行い、責任者に報告する 

産廃業者に、産業廃棄物の適正処理及び

リサイクルについて確認する 

○ 

○ 

 

○ 

目標達成 

諸官庁に報告済 

 

処理施設確認済 

項目評価 
計測の仕方を変え本格的に取り組み始めたが、昨年度に引き続き高い数値で目標達成と

なった。来年度以降も高い水準で数値を達成していきたい。 

 

 

 

 

 



 

 

 

（４）本社の二酸化炭素の排出量の削減※本社電力＋車輛の燃料（平成 29 年度実績を維持する） 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

電気使用量削減 

(事業所) 

パソコンとコピー機の節電機能を活用する 

エアコン設定温度を適正に設定する  

エアコンフィルターの清掃  

昼休みの消灯運動、無駄な照明の消灯  

○ 

× 

△ 

〇 

実施を継続している 

熱中症対策で温度を保てなかった 

会社の定期清掃で実施 

意識できている  

ガソリン使用量の削減 
車の空調温度を適正に設定する  

社用車の効率的な使用を徹底する  

○ 

〇 

社内掲示物周知  

全体会議にて啓発活動  

項目評価 
本社が新社屋に移転後、面積自体が広くなり、エアコンの使用率が上がった事も原因として

考えられるので、数値の見直しも行う。他の項目は前年より意欲的に取り組めていた。 

 

（５）本社の廃棄物排出量の削減（事業所一般廃棄物） 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

可燃ごみ、不燃ごみ

の排出量の削減 

会議などの開催案内はメールでする  

事業報告書等は適正部数印刷する  

パソコン機器類の使用方法に関する 

教育の実施  

分別の徹底  

〇 

〇 

△ 

 

○ 

メールにて一斉配布を行っている 

適量印刷出来ている  

教育の継続が今後の課題  

 

細かい所まで分別出来ている  

項目評価 

社内会議のアナウンスなどメールで案内を送れている。 

ゴミの分別は、ゴミ箱の上にそれぞれ捨てられる種類のシールを貼ったことで、より分別の

正確性が上昇した。前回、問題点としてあげた、パソコン機器類の知識については、若手

が増えてくることにより現場社員のパソコンの知識が増え、良い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（６）グリーン購入（事業所）ファイル、ボールペン、のり、修正テープのグリーン購入率 90％以上 

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

グリーン購入（事業所） 

ファイル、ボールペン、のり、 

修正テープのグリーン購入率 

90％以上 

社内で使用する事務用品・OA 機器などは 

グリーン製品から選択する  

毎週金曜日に会社周辺の歩道を清掃する 

△ 

 

○ 

実施できていない時もあ

った  

実施できた  

項目評価 

事務用品は、グリーン製品の中から選ぶことが全体には周知できておらず数値が下が

ってしまい、達成できなかった。今後は定期的なアナウンスを徹底していく。 

毎週金曜日の清掃も問題なく取り組むことができた。 

 

（７）建設工事における周辺環境配慮  

目標 活動項目 
実施 

状況 
評価 

重機等を使用した騒音の可能

性がある作業をする際は、周辺

に配慮した取組を行う 

騒音測定器等や、超低音重機を現場に設

置し、騒音に対する意識付けを強化する 

○ 騒音測定器の設置はなかった

が、アイドリングストップの呼び

かけを現場員に行った。 

騒音対策以外に、近隣住民に

配慮した取組を実施する 

近隣に配慮した取組を各現場ごとに工夫

して行う 

○ 作業予定表を設置したり、子供

にも伝わるようにイラストを付け

てポスターを掲示するなど工夫

して取り組めた。 

項目評価 

騒音機で数値を計測することも大切だが、そもそも音の原因が何かを考え、少しでも

騒音を出さないように努力する取り組みが出来ていた。各現場ごとにそれぞれ違う着

眼点で、周辺住民への配慮が出来たと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

８．次年度の環境経営計画 

（１）施工現場の二酸化炭素の排出量の削減（売上高百万円当たり） 

 

（２）施工現場水使用量の削減（売上高百万円当たり） 

 

（３）産業廃棄物のリサイクル率の向上（リサイクル率 85％以上を維持する） 

 

（４）本社の二酸化炭素の排出量の削減※本社電力＋車輛の燃料（平成 29 年度実績を維持する） 

 

（５）本社の廃棄物排出量の削減（事業所一般廃棄物） 

 

（６）グリーン購入（事業所）ファイル、ボールペン、のり、修正テープのグリーン購入率 90％以上 

 

（７）建設工事における周辺環境配慮（近隣住民の生活に配慮した取り組みを実施する） 

 

 

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 現場での産業廃棄物の発生抑制に努める

2
現場代理人は産業廃棄物管理票の管理を確実に行
い、責任者に報告する

3
産廃業者に、産業廃棄物の適正処理及びリサイクル
について確認する

中山

取組目標
取組目標
責任者

1 リサイクル率85.0％を維持する

スケジュール

古川

活動項目
活動項目
担当者

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 パソコンとコピー機の節電機能を活用する 江口

2 エアコン設定温度を適正に設定する 井上貴

3 エアコンフィルターの清掃 松ケ下

4 昼休みの消灯運動、無駄な照明の消灯 稲尾

1 車の空調温度を適正に設定する 山下

2 社用車の効率的な使用を徹底する 山下

取組目標
取組目標
責任者

活動項目
活動項目
担当者

スケジュール

  ガソリン使用量前年度削減
(平成29年度実績を維持する）

須藤

電気使用量削減
(平成29年度実績を維持する）

1 須藤

2

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1 会議などの開催案内はメールでする 稲尾

2 事業報告書等は適正部数印刷する 井上貴

3 パソコン機器類の使用方法に関する教育の実施 江口

4 分別の徹底 井上貴

可燃ごみ、不燃ごみ、紙の排出量
の削減

井上

取組目標
取組目標
責任者

活動項目
活動項目
担当者

スケジュール

1

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

1
ファイル、ボールペン、のり、
修正テープのグリーン購入率90％

江口 1
社内で使用する事務用品・OA機器などはグリーン製
品から選択する

江口

2 周辺環境に配慮した行動の促進 〃 2 毎週金曜日に会社周辺の歩道を清掃する 井上貴

スケジュール
活動項目

活動項目
担当者

取組目標
取組目標
責任者



 

 

 

９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無 

当社の事業活動において法的義務を受ける主な環境関連法規は次のとおりです。 

適用される法規制等 適用される事項（施設・物質・活動等） 

廃棄物処理法 事業系一般廃棄物、産業廃棄物（汚泥、木くず等） 

建設リサイクル法 対象工事の届出、解体工事業の登録・更新 

騒音規制法 くい打ち機 

上記の環境関連法規の遵守状況を確認・評価した結果、違反はありませんでした。 

また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

 

 

 

１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

環境経営目標の達成状況は、ほぼ達成出来ており今後も削減に向けて努力をしていきます。夏の酷暑

により一部目標達成が出来なかったが、社員の体調の事もあるので、仕方ないと考えます。新たなデータも

分析して、目標達成に向けて全社員一丸となり、活動を取り組んでいきます。 

 

以 上 


